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５ 指導と評価の計画 １

過 □ ね ら い 時 評 価 規 準
○ 主 な 学 習 活 動 学 習 へ の 支 援 国語への関心 ・ 意欲 ・ 書 く 能 力 言語についての知識 ・

程 間 態度 理解 ・ 技能
□意見の根拠である「意見を ○説得力のある意見は 「意 ◇食べ物を残すことから ◇食べ物を残すことから ◇立場の意味を国語辞典、
裏付ける事実」と「意見を 見を裏付る事実」と「意見 考え始めて、環境問題 考え始めて、環境問題 を調べ、立場という言見
支える立場 について考え を支える立場」の２類の根 について自分の意見を についての自分の意見 葉を理解するためのキ通 」 、
環境問題について自分の意 拠を拠りどころとすること もち、その根拠として をもち、それを書いて ーワードを考えて書いし
見をもつ。 について黒板の掲示物から の事実と立場について いる （学習プリント ている （ 学習プリン１ 。 。

考えさせる。 考えている （観察・ ①②③の分析） ト②の分析 ）。
学習プリント①②③の発

○意見文の具体例を読み、学 １ ○学習プリント①②について 分析）想
習プリント①②「意見とそ ・ 説明して、意見文の具体例や
の拠りどころとなる２種類 ５ の意見と事実と立場を書く ☆根拠としての事実と立 ☆根拠としての事実と立 ☆立場という言葉をより認
の根拠・その一 「同 ・そ よう促す。 場を踏まえて、自分の 場を踏まえて、自分の 深く理解するためのキ識 」
の二」に、具体例の意見と 意見をもとうとしてい 意見を書いている。 ーワードを考えて書いを
その２種類の根拠について る。 ている。も
書く。つ

○立場という言葉を深く理解 ◆意見文の具体例につい ◆意見文の具体例につい ◆国語辞典の使い方が分学
○立場という言葉について考 するためのキーワードを考 て考えたり、食物を残 て考えたことを書いた かるようアドバイスす習
えを深める。 えさせる。 すことについての体験 り、食物を残すことに る。活

を想起して環境問題に ついての体験に基づい動
○学習プリント③「課題につ ○学習プリント③の意見は、 ついて考えたりできる て環境問題について書Ａ
いて自分の意見をもとう」 自分で一番大切だと考える ように、アドバイスす いたりできるようアド
に、食べ物を残すことから こととし、事実と立場につ る。 バイスする。
考えた環境問題についての いてもなるべく書くように
意見を書き、その２種類の 促す。
根拠について考える。

○学習プリント①②③に自分
の考えを書けない生徒に具
体的な助言をする。

「 」 「 」 「 」□環境問題について考えを広 ○学習プリント④⑤を配布し ◇ 説得力のある意見Ⅰ ◇ 説得力のある意見Ⅰ ◇ 説得力のある意見Ⅰ
げたり深めたりする。 学習資料Ⅰ及びⅡを提示す 及び「同Ⅱ」について 及び「同Ⅱ」のそれぞ 及び「同Ⅱ」について見

る。 の話合い活動で、自分 れの意見と、その根拠 の自分の考えを、他者通
の考えを発表したり、 となる事実と立場につ の意見の中心となるキし

○環境問題についてのビデオ ○コンビニのキーワードは、 友達の考えを聞こうと いて考えたことや、話 ーワードを用いて書い２
映像による学習資料Ⅰ及び 「便利さ 、有機農業のそ したりしている （ 学 し合って分かったこと ている （ 学習プリン」 。 。
Ⅱ（コンビニ店長の「説得 れは 「もったいない」で 習プリント⑤の分析・ を書いている （ 学習 ト⑤の分析 ）発 、 。
力のある意見Ⅰ」と有機農 あることについて考えさせ 観察 ） プリント⑤の分析 ）想
業実践者による 同・Ⅱ １ る。や 「 」）
を見て、自分の考えを広げ ・ ☆自分の考えと友達の考 ☆自分の意見や、その根 ☆２つのキーワードの関認
たり深めたりしながら、学 ５ ○話合いの手引を配布して、 えを比較して、より深 拠としての事実と立場 係を明確にするために識
習プリント④「身近な話題 「説得力のある意見Ⅰ」及 めた考えを発表しよう と比較しながら書いて 接続語や指示語などをを
から 『食べること』につ び「同・Ⅱ」についての話 としている。 いる。 用いて書いている。も 、
いて考えてみよう」と学習 合いは、一人一人が自分のつ

「 」 「 」学 プリント⑤「環境問題につ 考えを発表しながら、それ ◆学習プリントに書いた ◆ 説得力のある意見Ⅰ ◆ 説得力のある意見Ⅰ
いて、他者の意見を聞いて についての司会もする、と 内容や、友達の考えの 及び「同Ⅱ」の重要な 及び「同Ⅱ」の中心と習
自分の考えを深めよう」に いう方法を説明する。 良いところを指摘し、 内容について考えられ なるキーワードについ活
取り組む。 自分の考えを発表した るようにアドバイスす てアドバイスする。動

○話合い活動が円滑に進行し り、友達の意見を聞け る。Ｂ
○学習プリント⑤の取組で ない班にアドバイスする。 たりするようにアドバ
は、グループでの話合い活 イスする。
動を行い、意見交流を通し ○プリント④⑤に自分の考え
て、さらに自分の考えを広 を書けない生徒に具体的な
げたり深めたりする。 助言をする。
□環境問題について、読み手 ○学習資料Ⅲ「これまでの学 ◇「これまでの学習を振 ◇「これまでの学習を振 ◇「これまでの学習を振
が納得できるような根拠を 習を振り返るヒント （ 他 り返るヒント」から、 り返るヒント」から自 り返るヒント」の考え見 」
考えて、説得力のある自分 業種における「もったいな 自分の考えを、さらに 分の考えを振り返り、 の中心となるキーワー通
の意見をもつ。 い」という考えの実践）を 深めようとしている。 読み手が納得できるよ ドや自分の考えの中心し

提示して、有機農業との関 （ 学習プリント⑤⑥の うな根拠を考えて、説 となるキーワードを用３
○学習資料Ⅲ「これまでの学 連を考えることで、環境問 分析・観察） 得力のある意見を書い いてより深めた自分の
習を振り返るヒント （ビ 題についての考えを深めさ ている （ 学習プリン 意見を書いている 学事 」 。 。（
デオ映像）を見て、これま ０ せる。 ト⑥の分析） 習プリント⑥の分析）柄
での学習活動や環境問題に ・や
かかわる自分の体験を振り ５ ○意見、事実と立場などが書 ☆自分で見つけた資料か ☆自分で見つけた資料の ☆複数のキーワードの関意
返って、読み手が納得でき けた生徒同士で、互いのプ ら、自分の考えを深め 中から、自分の意見の 係を明確にするために見
る根拠としての「意見を裏 リントを読み合い、納得で ようとしている。 根拠となる事実を選ん 接続語や指示語などをを
付ける事実」と「意見を支 きる根拠かどうか、意見交 で書いている。 用いて書いている。考
える立場」について考えを 換を促す。え
深め、学習プリント⑥「課 ◆自分の考えの深まりに ◆自分の考えの深まりに ◆自分の考えのキーワーる
題について、より深めた意 ○学習プリントに自分の考え 気付けるようアドバイ 気付き、意見と、その ドについて、アドバイ学
見をもとう」に取り組む。 を書けない生徒に具体的に スする。 根拠である事実と立場 スする。習

アドバイスする。 などが書けるように、活
具体的にアドバイスす動
る。

◇は、おおむね満足できる状況・態度 ☆は、十分満足できる状況・態度 ◆は、努力を要する状況への方策
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指導と評価の計画 ２

過 □ ね ら い 時 評 価 規 準
○ 主 な 学 習 活 動 学 習 へ の 支 援 国語への関心 ・ 意欲 ・ 書 く 能 力 言語についての知識 ・

程 間 態度 理解 ・ 技能
□自分の意見を裏付ける資料 ○学校の図書室やパソコン教 ◇図書室やパソコン教室 ◇自分で見つけた資料の ◇資料について重要語句
を探して、自分の考えをよ 室の利用、または、家庭等 で、自分の意見を裏付 中から自分の意見の裏 などの必要なことをメ事
り確かなものにする。 で、自分の「意見」を裏付 ける事実が分かる資料 付けになる部分を見つ モしている（学習ノー後

ける事実を調べるための自 を探そうしている 観 けて書き出している。 トの分析）① 。（
○図書室やパソコン室で資料 主的な学習を促す。 察・学習ノートの分 （学習ノートの分析）
を探したり、友達と相談し 析）選
た結果、分かった「事実」 ０ ○図書室の司書教諭と連携し材
を学習ノートに記録する。 ・ 資料を見付けられない生徒 ☆休み時間や家庭等で自 ☆自分とは異なる意見の ☆重要語句をつなげる接に

５ を支援したり、パソコンの 主的に調べようとして 裏付けになるような資 続語などを用いながら取
使い方が分からない生徒に いる。 料も参考にして文章の 内容を関連づけてメモり
を支援したりする。 論理性を考えている。 を取っている。組

む
◆新しい資料を探せるよ ◆自分の意見と資料の共 ◆資料の重要語句を確認学
うにアドバイスする。 通する部分を具体的に させる。習

示す。活
動

□学習プリント⑦「自分が書 ○構成や記述についての学習 ◇学習の手引きや国語便 ◇文章の構成や材料の配 ◇主に段落の始まりで、
く文章の構成や材料の配列 の手引きを配布し、国語便 覧を活用して、自分の 列などを考えて書いて 論理的な構成に必要な事
などについて考えよう」に 覧と併せて説明する。 書こうとしている文章 いる （学習プリント 接続語や指示語など、後 。
取り組み、論理的な展開を の構成や材料の配列を ⑦の分析） を用いている。②
考える。 ○「構成を考える手引き」で 考えようとしている。 （学習プリント⑦の分

１ は、序論・本論・結論の３ （観察・学習プリント 析）構
○自分の書く文章に合った構 部構成を基本とするもので ⑦）成
成や材料の配列などについ あり、序論には、問題提起と
て考えて、学習プリント⑦ と自分が書く文章を読んで ☆論理的で、より効果的 ☆論理的で、より効果的 ☆論理的な構成をより明記
に取り組む。 ほしい「相手」を、本論に な構成等を考えようと な構想や材料の配列に 確にするために接続語述

は、事実と立場を、結論は している。 ついて考えて書いてい や指示語などを用いてに
意見を書く内容となっている。本論の各段落と結論の始めに る。 いる。取
は、接続語や指示語などを考えて書くようになっており、そり
の語の働きによっては三部構成が起承転結などの四部構成に ◆国語便覧の内容が理解 ◆自分の意見を表現する ◆論理的な構成に必要な組
なることもあるため、個別に支援する必要がある。 しやすくなるようにア のにふさわしい構成や 接続語や指示語などのむ

ドバイスする。 材料の配列の具体例を 具体例を示す。学
示す。習

活
動
□前時に続いて、記述の学習 ○学習の手引きや国語便覧を ◇自分の意見を文章に書 ◇論理的な文章を書くた ◇自分の意見を表現する
活動に取り組み、自分の考 うまく活用できない生徒に いている （観察） めにふさわしい表現を のに必要な論理的な言事 。
えを文章にまとめる。 アドバイスする。 考えて書いている 学 葉遣いを考えている。後 。（

習プリント⑧の分析） （学習プリント⑧の分③
○これまでの学習を振り返り ○記述が上手くできない生徒 析）
ながら 学習プリント⑧ 下 にアドバイスする。記 、 「
書きをしよう に取り組む ☆自分の意見を文章に書 ☆論理的でより効果的な ☆論理的でより効果的な述 」 。

○自分の意見を上手く書けた き、国語便覧を参考に 表現を考え文章を書い 言葉遣いを考えてい・
□自分の書いた文章を推敲し 生徒の文章を随時紹介し、 して推敲しようとして たり推敲したりしてい る。推
て、自分の考えを文章で表 １ 記述や推敲をする際の参考 いる。 る。敲
現できているか 確認する とさせる。に 、 。

◆学習プリント⑤⑥の内 ◆学習プリント⑥の内容 ◆適切な言葉遣いの具体取
○記述の学習活動ができた生 ○記述ができた生徒から、推 容の重要な個所を褒め の中心になる部分を文 例を示す。り
徒から、推敲に取り組む。 敲に取り組むよう話す。そ 文章を書いたり推敲し 章にするために必要な組

の際、記述についての学習 たりできるようアドバ 表現の具体例を示す。む
○推敲するときには推敲につ の手引きと国語便覧を活用 イスする。学
いての学習の手引き（記述 するよう話す。習
についての学習の手引きと活
同じもの）や国語便覧を活 ○推敲するときには、学習の動
用する。 手引きや国語便覧を活用す事

る。後
○学習プリント⑨「友達からメッセージをもらおう」と④
評価・批評についての学習の手引きを 配布し、グル
ープ内で互いに学習プリンと⑧の下書きを読み合い、
メッセージを伝え合う学習について、説明する。

□学習プリント⑨「友達から ○友達へのメッセージの書き ◇友達のアドバイスを理 ◇友達のアドバイスを理 ◇自分の意見を表現する
メッセージをもらおう」と 方がよく分からない生徒や 解して、さらに推敲を 解して、さらに推敲を ための適切な語句を考事
評価・批評についての学習 友達からもらったメッセー 重ねようとしている。 重ねている （学習プ えて推敲している 学後 。 。（
の手引きを用いて、学習プ ジをどう取り入れたらよい （学習プリント⑨の分 リント⑨の分析） 習プリント⑨の分析）④
リンと⑧の下書を生徒同士 のか、分からない生徒にア 析・観察）
で評価・批評し合い、友達 ドバイスする。推
の意見や根拠について考え ☆友達のアドバイスを生 ☆友達のアドバイスを基 ☆より効果的な表現のた敲
る。 １ ○学習プリント⑩「清書をし かすために、自分から に、より効果的な表現 めに適切な語句を選んと

よう」に上手く取り組めな 進んで友達に質問をし を考え、自分の文章を で推敲している。評
○学習プリント⑩「清書をし い生徒にアドバイスする。 ようとしている。 推敲している。価
よう」に取り組み、清書す・
る。 ◆友達のアドバイスをど ◆友達からのアドバイス ◆推敲に必要な語句の具批

う生かしたらよいか、 の内容を分かりやすく 体例を示す。評
アドバイスする。 説明したり 便覧や 推に 、 「

敲の手引き」と照らし取
合わせて推敲が必要なり
部分を具体的に示す。組

む
学
習
活
動

◇はおおむね満足できる状況・態度 ☆は、十分満足できる状況・態度 ◆は、努力を要する状況への方策


